




　川内川においては、安全な河川利用及び河川を中心とした流域全体の地
域活性化等を図ることを目的に「川内川水系かわまちづくり計画」を策定
し、平成29年3月に「かわまちづくり」支援制度に登録されました。
　当初計画により10地区の整備を推進し、完成した地区では河川の利活
用が進んでいるところです。
　また、本計画は、地域の「かわまちづくり」の気運がさらに高まったことを
受け、令和3年3月に新規箇所4地区、変更箇所1地区を含めた計14箇所の
計画として変更登録されました。
　今後も豊かな川内川を軸としたかわまちづくり・河川の利活用を推進し、
川内川流域一体となり、流域連携の下、地域の活性化、振興を図ります。
　令和5年度は、本計画に基づき京町温泉地区（えびの市）、鶴田ダム湖周
辺（さつま町）、天辰地区（薩摩川内市）の整備を進めていきます。

総合水系環境整備事業（川内川水系かわまちづくり）

基本方針
豊かな恵みをもたらす川内川を核（軸）とし、
“舟”と“自転車”を特色としたかわまちづくり・
河川の利活用を推進し、川内川流域一体かつ
連携の下、地域の活性化・振興を図る。

地域（観光）資源の活用

自然環境の保全・整備

アウトドア、サイクルツーリズムの普及・推進

ウォータースポーツ、アクティビティの普及・推進

整備予定箇所

整備後の利活用状況

※完成イメージは現時点でのイメージであり、実際とは異なる場合があります。

⑨天辰地区 ⑪鶴田ダム湖周辺⑩時吉地区

①向田地区 ④さつま町（ホタル）地区③宮之城屋地・虎居地区②薩摩川内市街部

⑧湯田地区⑦轟地区⑥曽木の滝周辺 ⑫湯之尾地区

⑬阿波渓谷地区 ⑭京町温泉地区

かわまちロゴマーク












